
自
動
車
の
「
電
動
化
」
の
動
き

が
活
性
化
す
る
中
で
、
当
の
自
動

車
業
界
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
周
辺

分
野
の
関
係
者
も
そ
の
動
向
を
注

視
し
始
め
て
い
る
。
事
業
機
会
を

期
待
す
る
側
面
も
あ
る
が
、
そ
れ

よ
り
は
リ
ス
ク
を
警
戒
す
る
観
点

で
関
心
を
抱
く
関
係
者
も
多
い
。

例
え
ば
、
一
般
財
団
法
人
静
岡

経
済
研
究
所
は
「
自
動
車
の
電
動

化
が
県
内
自
動
車
産
業
に
与
え
る

影
響
」
と
題
す
る
レ
ポ
ー
ト
を
10

月
30
日
に
発
表
し
た
。
自
動
車
部

品
の
出
荷
額
の
う
ち
Ｅ
Ｖ
（
電
気

自
動
車
）
化
に
伴
い
不
要
に
な
る

可
能
性
が
あ
る
部
品
生
産
の
出
荷

額
が
占
め
る
割
合
を
「
Ｅ
Ｖ
シ
ョ

ッ
ク
度
」
と
称
し
、
そ
の
程
度
を

分
析
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と

自
動
車
部
品
出
荷
生
産
額
上
位
6

県
（
愛
知
、
静
岡
、
群
馬
、
神
奈

川
、
三
重
、
埼
玉
）
の
う
ち
静
岡

県
の
Ｅ
Ｖ
シ
ョ
ッ
ク
度
は
54
・
9

％
で
、
群
馬
県
に
次
い
で
2
番
目

と
い
う
。
自
動
車
部
品
出
荷
額
の

半
分
強
が
失
わ
れ
る
と
い
う
、
ま

さ
に
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
も
の
で
あ

る
。
新
事
業
の
創
出
な
ど
Ｅ
Ｖ
時

代
へ
の
備
え
の
必
要
性
を
提
唱
す

る
こ
と
も
頷
け
よ
う
。

ま
た
、
公
益
財
団
法
人
中
部
圏

社
会
経
済
研
究
所
は
、「
次
世
代

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
普
及
が
中
部
圏
産

業
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
」
の

中
で
、
産
業
連
関
分
析
に
よ
る
定

量
推
計
を
行
っ
て
い
る
。
2
0
3

0
年
の
国
内
の
乗
用
車
生
産
台
数

を
7
0
0
万
台
と
し
、
そ
の
概
ね

25
％
に
相
当
す
る
1
8
4
万
台
が

次
世
代
自
動
車
（
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
、
電
気
自
動
車
、
燃

料
電
池
車
）
と
い
う
将
来
を
想
定

し
た
と
こ
ろ
、
自
動
車
部
品
の
み

な
ら
ず
、「
鋳
鍛
造
品
・
そ
の
他

の
鉄
鋼
製
品
」「
ガ
ラ
ス
・
ガ
ラ

ス
製
品
」「
ゴ
ム
製
品
」
な
ど
乗

用
車
生
産
と
関
わ
り
の
深
い
業
種

の
粗
付
加
価
値
額
の
増
加
が
相
対

的
に
落
ち
込
む
と
い
う
。
さ
ら

に
、「
広
告
」
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

業
ま
で
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
も
た

ら
す
結
果
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
電
動
化
の
流
れ
に
加

え
て
、「
自
動
化
」
や
「
共
有

化
」
の
動
き
も
見
逃
せ
な
い
潮
流

で
あ
る
。
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
モ
ル
ガ
ン

・
ス
タ
ン
レ
ー
証
券
が
公
表
し
た

レ
ポ
ー
ト
「
非
連
続
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
が
自
動
車
産
業
に
迫
る
1
0

0
年
ぶ
り
の
大
変
革
」
に
よ
る

と
、
横
軸
に
販
売
台
数
、
縦
軸
に

純
利
益
率
を
と
っ
て
自
動
車
メ
ー

カ
ー
各
社
を
プ
ロ
ッ
ト
す
る
と
ス

マ
イ
ル
カ
ー
ブ
を
描
く

と
い
う
。
電
動
化
や
自

動
化
に
対
応
す
る
に

は
、
規
模
拡
大
か
、
高

利
益
率
事
業
へ
の
集
中

の
選
択
を
迫
ら
れ
る
可

能
性
が
あ
る
。
そ
の
結

果
、
部
品
メ
ー
カ
ー
も

含
め
た
自
動
車
業
界
の

再
編
を
呼
び
起
こ
し
、

国
内
の
自
動
車
産
業
の

立
地
も
大
き
く
変
動
す

る
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
事
態
が
顕

在
化
す
る
と
、
地
域
の

雇
用
や
税
収
に
影
響
が

お
よ
び
、
地
域
の
経
済

活
動
を
一
変
さ
せ
る
可

能
性
が
あ
る
。
特
に
、

地
場
で
展
開
す
る
事
業

者
に
お
い
て
そ
の
影
響

を
甚
大
で
あ
る
。
そ
の

代
表
例
が
、
電
力
や
ガ

ス
、
石
油
な
ど
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
者
で
あ

る
。
自
由
化
に
伴
い
エ

リ
ア
の
概
念
は
取
り
除

か
れ
た
と
は
い
え
、
そ

れ
で
も
主
た
る
事
業
展

開
地
域
が
あ
り
、
当
該

地
域
の
経
済
状
況
が
収

益
に
直
結
す
る
。
長
期

に
わ
た
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

需
要
を
見
込
ん
で
発
電

所
や
基
地
、
系
統
や
導

管
、
給
油
所
を
整
備
し

て
き
た
の
で
、
そ
れ
が

突
如
と
は
言
わ
な
い
ま

で
も
想
定
以
上
に
年
々

需
要
が
先
細
る
よ
う
な

こ
と
が
あ
る
と
、
そ
れ

ら
設
備
は
ス
ト
ラ
ン
デ
ッ
ド
（
回

収
不
能
）
化
し
て
し
ま
い
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
料
金
の
値
上
げ
に
つ
な
が

る
か
、
設
備
そ
の
も
の
が
地
域
か

ら
消
失
す
る
。
そ
の
結
果
、
地
域

経
済
の
悪
化
に
拍
車
が
か
か
り
、

地
域
は
「
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
」
に

陥
る
恐
れ
も
あ
る
。

自
動
車
の
電
動
化
を
巡
る
動
き

は
、
も
は
や
自
動
車
業
界
に
閉
じ

た
問
題
で
は
な
い
。
電
動
化
に
必

要
な
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
す
る
た
め

に
も
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者

や
自
治
体
の
協
力
は
不
可
欠
だ
ろ

う
。（

次
回
は
1
月
15
日
付
に
掲
載

し
ま
す
）

さ さ き つとむ
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